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　折しも降り敷く春雨の 
　かかるしだ枝の翳深く 
　何れの御寺の鐘の音か 
　陰に籠もりて凄まじく 
　闇に犇めく人魂に 
　仄浮かぶ影一つあり 
　衣も膚も濡れ果てて 

白き眼は虚空を斬り 
震える手指は蒼白く 
容貌憑きて極まれば 
最早此の世のものならず 

然あれど 
血の気失せたる唇の 
幽かに洩らす悲しみの 
魂魄（いのち）の嘆きを架け鳴らす 
琵琶の糸音の哀調は 
星霜降りて時移れど 
赤間が関に寄る波に 
移りて今も消えやらず 

　遠き昔も近き世も 
　盛者必衰の理なれど 

怨念深き源平の 
壇ノ浦こそ哀れなれ 
壇ノ浦こそ哀れなれ 


